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【本件に関するお問い合わせ】 

マックスバリュ北海道㈱  経営企画部            電話：０１１－６３１－５１９２ 

イオン北海道㈱ 総務部広報・ＩＲグループ 金田・山崎   電話：０１１－８６５－９１１１ 
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【イオン 心をつなぐプロジェクトについて】 

イオンは１日も早く復旧・復興を果たそうとされている東日本大震災被災地の皆さまと、寄り添いお手

伝いしたいというイオンピープルの心と心をつなぐ取り組み「イオン 心をつなぐプロジェクト」を、

２０１２年に労使一体で発足しました。被災地の復興に向け、植樹活動、ボランティアの派遣など、さ

まざまな取り組みを行っております。２０１８年８月末までに、目標であった約３０万人の従業員が被

災地支援にボランティア活動で参加し、２０１９年３月には目標の累計３０万本の植樹を達成しました。

一日も早く復興を果たそうとされている東日本大震災被災地の皆さまに寄り添い、グループ従業員が一

丸となり、東北地域に関わる環境・社会貢献活動に取り組んでいます。 

 

■北海道のイオングループの取り組みの一例 

・南相馬市が北海道イオン会合同見本市にブースを出展 

２０１６年より、イオングループの主要お取引先さまの組織である

北海道イオン会が毎年４月に行っているイオングループ従業員向け

の合同見本市に福島県南相馬市がブースを出展し、特産品や観光Ｐ

Ｒなどを行っています。南相馬市産品の試食を行い、アンケートで

人気上位となった商品は、後日、北海道のイオングループの従業員

向けに販売されました。 

 

 

■マックスバリュ北海道の取り組みの一例 

・従業員より集めたタオルを寄贈 

２０１４年より、従業員よりタオルを集めて、宮城県で活動され

ているＮＡＧＯＭＩ ＳＡＬＯＮ ＴＲＩＣＫ ＡＮＤ ＴＲＥＡＴ

さまの「園児エプロンプロジェックト」や、岩手県の一般社団法人   

ＳＡＶＥ ＩＷＡＴＥ 復興ぞうきんチーム・紡ぎ組さまが行ってい

る「復興ぞうきんプロジェクト」へ寄贈しています。 

 

 

 

 

 

【ブースの様子】 

【園児エプロン】 


